
司会・笈川誠 / Makoto Oikawa （BAMBOO MEDIA 代表）

11
.2

2 
w

ed
11

.2
3 

th
u

11
.2

3 
th

u
11

.2
4 

fr
i

1946年生まれ。上智大学卒業後、69
年渡仏。パリで当時隆盛を誇っていた
人気キャバレー「リド」でレストランや
ショービジネスを学ぶ。帰国後、日本初の会員制高級ディスコ
「キャステル」や「ザ・ビー」などの立ち上げ、運営に携わる。81年
独立。「ダイニズテーブル」「ブラッスリーD」「クラブD」など、今
や伝説化した人気店の数々を経営。

司会・笈川誠 / Makoto Oikawa （BAMBOO MEDIA 代表）

料理プロデューサー。京都生まれ。20歳
で祖母が経営する旅館の跡継ぎとなり、
その後東京へ。自宅でお料理教室を主
宰。現代作法も同時に教える。1986年にレストラン「旬味 小石原」
を開業。1997年西麻布にシャンパンバー「萬」を開店。2003年には
レストラン「に萬」を開店。その間、様々な飲食店のメニュー開発を
始め、プロデュースも手掛ける。

トラベルジャーナリスト。東京生まれ。
女性誌、旅行サイト、新聞、週刊誌など
で紀行文、旅情報を執筆。独自の視点
とトレンドを考えた斬新な切り口に定評がある。訪れた国は80
カ国を超える。日本の観光活性化にも尽力し、山口県観光審議
委員、青森県の観光戦略アドバイザーなどを務める。著書に『ホ
テルブランド物語』（角川書店）、『泣くために旅に出よう』（実業
之日本社）、『フランスの美しい村を歩く』（東海教育研究所）他。

寺田直子 / Naoko Terada
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トラベルジャーナリスト
不動産開発会社、旅行会社勤務等を経
て、現在フリーランスとして、世界の素
敵なホテルを厳選した宿泊予約サイト
「Tablet Hotels」に従事。主に、日本を含むアジア・パシフィッ
ク地区のセールス、マーケティング、カスタマーサービスを務め
る。デザイン感度が高く、旅慣れたユーザーに、価値ある宿泊体
験を提案することが楽しみ。

諸星文香 / Ayaka Morohoshi
Tablet Hotels 日本代表

CL3アーキテクツ ファウンダー兼マ
ネージングディレクター。米コーネル大
学卒業後、1992年にCL3設立。世界的
に認められている香港を代表する建築家の一人。ホテル、レストラ
ン、小売り、オフィス、住宅、アートインスタレーション等で多数の受
賞歴がある。コーネル大学建築学・芸術学科の中国諮問委員、アジ
ア太平洋地域の取得委員、ギャラリー諮問委員、アジア協会香港セ
ンター、香港博物館の専門アドバイザー等、多方面で活躍。

1972年生まれ。慶應大学理工学部卒業
後、渡英。ロンドン大学にて照明設計修
士取得修了。帰国後、小泉産業(株)入社。2000年渡伊、ERCOミラ
ノ支社勤務。08年シリウスライティングオフィスに参加。11年退社
後、拠点を香港に移しLIGHTLINKS INTERNATIONAL 
LIMITED設立。現在、香港、中国、マカオ、東京、ベトナム、インドネシ
アなどでプロジェクトを進めている。

聞き手・笈川誠 / Makoto Oikawa （BAMBOO MEDIA 代表）

澤田 充 / Mitsuru Sawada
街づくり、街ブランド、コミュニティデザインの事業領域からなる(株)ケイオス代表。リクルートを経て、1993年独
立。主な実績として「新丸ビル」「TOKIA」「KITTE」「東急プラザ銀座」「赤坂インターシティAIR」「グランフロント大
阪」「イーマ」「髙島屋なんばダイニングメゾン」「京阪中之島線」「なんばグランド花月リニューアル」など。

ケイオス 代表
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司会・盛 世匡 / Seiki Mori studio ARRT 代表
studio ARRT代表。香港を拠点にアジア諸国で建築設計、インテリアデザイン、ライティングデザイン、イベント
企画など様々なデザインプロジェクトを手掛ける。2013年よりGoodDesignAward香港運営パートナー会社
として香港、深センでの日本のデザインを伝える活動に従事。14年より長年のアジア生活でのネットワークを活
かした若手クリエータを支援するNPO「UnitedVoice」を結成。

聞き手・盛 世匡 / Seiki Mori （studio ARRT 代表）

LI&Co, New York創立者。アメリカ国籍中国人としてボストンで育ち、ロードアイランド学校で建築学と美術
学の学位を取得し卒業。香港Rocco建築事務所に参加。ニューヨークではスキッドモア、オーイングス&メリ
ル、ロンドンではKoetter、キム&アソシエーツ・カナリーウォーフ、ウィーンではハーマンチェコ&アーキテクツ
で経験を積む。1998 年にパートナーのデイビッド・ギブ氏とLI&Co. Design Limited 設立。

ジョニー・リー / Johnny Li 建築家、LI＆Co. Design Limited 代表

田中康一 / Koichi Tanaka

LIGHTLINKS
INTERNATIONAL LIMITED 代表

ウィリアム・リム / William Lim
CL3 代表

岡田大貳 / Daini Okada

レストランオーナー
小石原宣子 / Noriko Koishihara
料理プロデューサー

『 W O R K S I G H T 』編 集 長 ／
WORKSIGHT LAB.主幹研究員。2007
年コクヨ(株)入社。戦略的ワークスタイル実現のためのコンサルテ
ィング業務に従事。手がけた複数の企業が「日経ニューオフィス賞」
を受賞。11年グローバル企業の働き方とオフィス環境をテーマとし
たメディア『WORKSIGHT』創刊。2016～17年英RCAヘレン・ハ
ムリン・センター・フォー・デザイン客員研究員。

山下正太郎 / Shotaro Yamashita
コクヨ 主幹研究員

WORKSIGHT 編集長
2007年JR東日本入社。エキュート、ア
トレ等の駅ナカ、駅ビルに関する開発
推進やマーケティング等に従事。14年より現職にて品川新駅周
辺開発プロジェクトのコンセプト策定及び事業戦略等を担当。
プライベートでは15年に街づくりと観光を掛け合わせた「ソト
ものツアーズ」を立ち上げ、地元秩父地域の自治体との共同イ
ベントやワークショップの主催等を行う。

磯田幸実 / Yukimi Isoda

東日本旅客鉄道 総合企画本部
品川・大規模開発部 主席

(株)サンゲツ イノベイティブプロダク
ツ推進室長。1996年入社。東京での
営業やマーケティング部署を経て、2014年より新規事業部へ。
イタリアの展示会で「大版セラミックスラブGARZAS」と運命
の出会いを果たし、GARZASをサンゲツで販売すべく、新規事
業として立ち上げに奔走。現在に至る。

角田 渉 / Wataru Tsunoda
サンゲツ イノベイティブ
プロダクツ推進室 室長

(株)丹青社 クリエイティブ局 プリンシパ
ルクリエイティブディレクター。1988年
丹青社入社。飲食店舗のインテリアデザインでキャリアをスター
ト、以後アパレルショップを含む専門店分野でキャリアを積む。現
在では都市型SC、ホテル、エキシビジョン、オフィス等。丹青社本社
オフィス、ISETAN HAUS、田園都市線2020系車両デザイン、浅
草ビューホテルロビーデザイン（12月オープン予定）などを担当。

上垣内泰輔 / Taisuke Kamigaichi
丹青社 プリンシパル

クリエイティブディレクター

(株)家所亮二建築設計事務所代表。1977年横浜生まれ。2001年中央工学校建築工学科卒業。設計事務所での経
験はもちろん、現場監督、職人の経験を経て、12年HOUSE PLACE ARCHITECTURE association設立。14年
(株)家所亮二建築設計事務所に改組。建築、インテリア、アート等形あるものであればジャンルは問わず。固定観念
にとらわれない考え方とデザインでクライアントを豊かに幸せにすることを目的に活動。

家所亮二 / Ryoji Iedokoro 家所亮二建築設計事務所 代表

コクヨ クリエイティブデザイン部 チーフデザイナー。1979年神奈川県生まれ。2003年東京工業大学大学院卒。同
年コクヨ(株)入社。現在、クリエイティブデザイン部にてオフィス、コワーキング、ショールーム、ショップ等の空間の
企画・ディレクション・デザインを担当。主な受賞歴として「2017年German Design Award」「2016/2013年
Reddot Communication Award」「2012年JCD新人賞」、他国内外で受賞多数。

(株)曽根靖裕デザイン事務所代表。1980年神奈川県葉山町生まれ。2003年関東学院大学経済学部、バンタ
ンデザイン研究所卒業後、デザイン事務所ZERO LINE設立。インテリアデザイン事務所としてスタートする
傍ら、建築を学び、14年(株)曽根靖裕デザイン事務所設立。商業空間を主軸に、建築・インテリア・グラフィッ
クのデザイン、ディレクションを行う。

佐藤 航 / Wataru Sato コクヨ クリエイティブデザイン部 チーフデザイナー

曽根靖裕 / Yasuhiro Sone 曽根靖裕デザイン事務所 代表


